
 

 

 

 

第 29期 

事 業 報 告 
 

 

 

令和 1 年度 

令和 1 年 8 月 1 日から令和 2 年 7 月 31 日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 

全国税理士共栄会文化財団 

 

 

 



 

第 29 期事業報告  

＜目   次＞  
 

Ⅰ．事業の状況  

1．顕  彰  … … … … … … … … … … … … … … … … …   1 頁  

2．助  成  … … … … … … … … … … … … … … … … …   2 頁  
 

Ⅱ．庶務の概況  

 1．役 員 等 に 関 す る 事 項  … … … … … … … … … … …   14 頁  

2．職 員 に 関 す る 事 項  … … … … … … … … … … … …   16 頁  

3．役 員 会 等 に 関 す る 事 項  … … … … … … … … … …   17 頁  

4．文 部 科 学 大 臣 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  … …   19 頁  

5．内 閣 府 等 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  … … … …   19 頁  

6．諸 官 庁 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  … … … … …   19 頁  

7．登 記 に 関 す る 事 項  … … … … … … … … … … … …   20 頁  

8．附 属 明 細 書 に 関 す る 事 項  … … … … … … … … …   20 頁



- 1 - 

Ⅰ .事業の状況  

1． 顕   彰  

本 財 団 定 款 第 4 条 第 1 項 第 1 号 及 び 第 2 項 に 基 づ き 、 令 和 2

年 2 月 17 日 (月 )、帝 国 ホ テ ル（ 千 代 田 区 ）に て 次 の 個 人 に 対 し 、

第 28 回 「 全 税 共  人 と 地 域 の 文 化 賞 」 を 贈 呈 し た 。  
 
【 伝 統 芸 能 分 野 】  

隠 岐 神 楽 （ 島 根 県 隠 岐 郡 ）  
 
隠 岐 神 楽 は 島 前 神 楽 と 島 後 神 楽 に 分 け ら れ る 。 太 古 か ら の 神 事

舞 で あ る 神 楽 が 、 出 雲 の 佐 太 神 社 の 例 祭 に て 奉 納 さ れ る 佐 陀 神 能

と し て 様 式 が 成 立 し 、 そ れ が 中 国 地 方 一 帯 か ら 九 州 、 更 に 全 国 に

伝 播 さ れ た 。 島 根 県 の 代 表 的 な 神 楽 に は 出 雲 神 楽 と 石 見 神 楽 が あ

る が 、 隠 岐 神 楽 は 「 社 家 」 と 呼 ば れ る 神 楽 師 に よ り 伝 承 さ れ 出 雲

流 神 楽 の 古 式 を 今 に 残 し て い る 貴 重 な 伝 統 芸 能 で あ る 。  

隠 岐 島 後 神 楽 の 久 見 神 楽 は 佐 陀 神 能 の 古 態 を 残 し 、 地 域 の 祭 事

や 伊 勢 命 神 社 の 祭 礼 等 に お い て 賑 々 し く 演 じ ら れ 島 後 島 民 の 結

束 の 象 徴 と な っ て い る 。 巫 女 に よ る 古 風 な 神 招 ぎ の 舞 の あ る 前 座

の 舞 の 後 、 猿 田 彦 の 舞 、 八 乙 女 神 楽 、 鬼 退 治 な ど が 演 じ ら れ る 。 

隠 岐 島 前 神 楽 は 島 前 三 島 （ 西 ノ 島 、 中 ノ 島 、 知 夫 里 島 ） の 各 集

落 の 神 社 に お い て 奉 納 さ れ る 。 常 設 の 神 楽 殿 は 無 く 祭 事 に 合 わ せ

仮 設 の 舞 台 が 組 ま れ 、 舞 台 は 2 間 四 方 の 8 畳 間 を 基 本 と し そ の 中

の 方 1 間 （ 2 畳 ） で 舞 う の が 特 色 で あ り 、 天 井 に は 紙 垂 で 飾 ら れ

た 玉 蓋 が 吊 る さ れ て い る 。 演 目 の 最 後 に 降 り て く る 玉 蓋 は 神 の 降

臨 を 象 徴 、 2 畳 の 舞 場 は 人 間 が 住 む 地 上 を 表 し 神 の 祝 福 が そ の 全

て を 覆 う と い う 意 味 を 感 じ さ せ る 。  

島 前 神 楽 は ｢舞 い ｣と ｢能 ｣と に 大 別 さ れ 夜 を 徹 し て 演 じ ら れ た 。

明 け 方 に 巫 女 が 神 楽 の 最 重 要 で あ る 神 懸 り に よ る 託 宣 を 行 っ た

が 、 明 治 に な り 神 懸 り が 禁 じ ら れ た た め 現 在 は 「 神 子 神 楽 」 に か

す か に 形 式 を 残 す の み で あ る 。  

船 上 で の 舞 い や 巫 女 が 1 歳 未 満 の 乳 児 を 抱 き 無 事 の 成 長 を 祈 る

「 舞 い 児 」 は 次 の 世 代 の お 披 露 目 も 兼 ね て お り 今 も 盛 ん に 行 わ れ

て い る な ど 、 神 楽 が 地 域 と 一 体 と な っ て い る こ と が う か が え る 。 

演 戯 だ け で な く 神 事 の 要 素 も 保 存 さ れ て お り 、 他 で は 見 ら れ な

い 古 式 の 演 目 が 残 っ て い る 隠 岐 神 楽 は 顕 彰 に 値 す る も の で あ る 。 
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2．助   成  

本 財 団 定 款 第 4 条 第 1 項 第 2 号 及 び 第 2 項 に 基 づ き 、 次 の 各

分 野 に お い て 、 個 人 及 び 団 体 に 対 し 助 成 を 行 っ た 。  

 

【 芸 術 活 動 分 野 】  

①  ヒロシマ・ミュージック・プロジェクト（ 広 島 県 廿 日 市 市 ）  
 

儀 式 等 で 舞 う 神 楽 が 歴 史 的 に 重 視 さ れ て い る が 、 中 山 間 地

域 で は 神 楽 団 や 歴 史 あ る 大 会 が 消 滅 の 兆 し を み せ て い る 。  

“ 農 耕 儀 礼 と 奉 納 ”“ 鎮 魂 と 再 生 と 復 興 ”“ 自 然 と の 共 生 ”

を 原 意 と し て い る 「 伝 統 神 楽 」 の 「 創 作 神 楽 」 へ の 応 用 発 展

等 に つ い て 、 レ ク チ ャ ー ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ や 公 演 を 通 し て 検

証 し て い く 。  

ま た【 平 和 の 舞 】と し て <ヒ ロ シ マ か ら の メ ッ セ ー ジ － 負 の

遺 産  核 兵 器 廃 絶 ・ 平 和 へ の 希 求 >を 世 界 に 発 信 し 祈 念 す る こ

と を 目 的 と し て い る 。  
 

②  川本  直人（神奈川県川崎市）  
 

2012 年 秋 、尾 道 市 瀬 戸 田 町 因 島 に あ る 140 年 の 歴 史 を も つ

南 小 学 校 の 閉 校 記 念 に 人 々 の 記 憶 に 残 る イ ベ ン ト を し た い と

の 依 頼 を 受 け 、 校 庭 で 映 画 を 上 映 し た 。 翌 年 か ら は 瀬 戸 田 ・

映 画 ・ 祭 を テ ー マ に 瀬 戸 田 映 画 祭 と し て 開 催 、 現 在 も 続 い て

い る 。  

毎 年 夏 に は し ま な み 海 道 を 渡 っ た 生 口 島 と 高 根 島 で 開 催 さ

れ 、 各 回 毎 に 場 所 や 内 容 を 変 え 様 々 な 作 品 の 上 映 や 演 劇 、 地

元 の 名 産 品 を 使 っ た メ ニ ュ ー を 出 す 店 な ど 島 々 を 満 喫 で き る

映 画 祭 を 試 み て い る 。  
 

③  ち ち ぶ オ ペ ラ 実 行 委 員 会 （ 埼 玉 県 秩 父 市 ）  
 

ち ち ぶ オ ペ ラ の 特 徴 は メ イ ン ソ リ ス ト を は じ め と す る 合 唱

団 員 の ほ と ん ど が 地 元 秩 父 市 出 身 で 占 め ら れ て い る 点 で あ る 。

日 本 で は オ ペ ラ は ま だ ま だ 敷 居 が 高 く 敬 遠 さ れ が ち で あ る が 、

団 員 が 地 元 出 身 と い う こ と も あ り 身 内 や 知 人 な ど が 気 軽 に 鑑

賞 で き 、 ま た 入 場 料 を 抑 え る こ と で よ り 多 く の 観 客 の 誘 導 に

成 功 し た 。 さ ら に は 「 オ ペ ラ を た の し も う ！ 」 と い う ワ ー ク

シ ョ ッ プ や ア ウ ト リ ー チ と し て 市 内 の 小 学 校 に 赴 く な ど 、 オ

ペ ラ の 普 及 に 尽 力 し て い る 。  
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④  か え る P（ 東 京 都 国 立 市 ）  
 

東 京 ・ 横 浜 を 中 心 と し て 「 ダ ン ス の 根 源 を 探 る 」 こ と を テ

ー マ に コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス の 創 作 ・ 上 演 を 行 っ て い る 。

生 活 に 密 着 し た 土 着 の ダ ン ス を 標 榜 し 、 ダ ン サ ー 然 と し て い

な い 姿 を 晒 す こ と で 立 ち 現 れ る 関 係 性 を 構 築 す る こ と に よ り

ダ ン ス 表 現 が 持 つ 可 能 性 を 開 拓 す る こ と を 目 指 す 。  

小 学 校 で の ア ウ ト リ ー チ や 一 般 市 民 を 対 象 と し た ワ ー ク シ

ョ ッ プ な ど を 実 施 し 、 幅 広 い 世 代 と 関 係 性 を 保 ち な が ら ダ ン

ス 表 現 の 裾 野 を 広 げ て い る 。  
 

⑤  INOUE DANCE OFFICE（ 東 京 都 文 京 区 ）  
  

代 表 の 井 上 大 輔 氏 の ソ ロ ダ ン ス 上 演 と 、 プ ロ と ア マ チ ュ ア

の 協 働 ダ ン ス カ ン パ ニ ー 「 ダ ン ス ポ ー ト 」 で の 上 演 と い う 2

つ を 軸 と し て 活 動 し て い る 。 「 ダ ン ス ポ ー ト 」 は 、 ダ ン ス キ

ャ リ ア ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 障 害 ・ 国 籍 な ど の 垣 根 を 払 っ た 多 様 な

世 代 ・ バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 持 っ た 参 加 者 が 集 ま り 、 踊 る 楽 し

さ と 観 る 喜 び を 体 感 さ せ る プ ロ グ ラ ム と し て 好 評 を 得 て い る 。 

ま た 、 小 学 校 で ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 う な ど コ ン テ ン ポ ラ リ

ー ダ ン ス の 普 及 活 動 に も 取 り 組 ん で い る 。  
 

⑥  と や ま 世 界 こ ど も 舞 台 芸 術 祭 実 行 委 員 会 （ 富 山 県 富 山 市 ）  
 

世 界 及 び 全 国 各 地 か ら 次 代 を 担 う 子 供 た ち が 富 山 に 集 い 、

舞 台 芸 術 公 演 や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ て 学 ぶ ・ 交 流 ・ 体 験 す

る こ と で 豊 か な 感 性 や 創 造 性 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育

み 人 間 形 成 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と が で き る 芸 術 祭 で あ る 。 

ま た 、 当 芸 術 祭 の 運 営 を 通 じ て 地 域 に お い て 文 化 を 支 え る

人 材 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 基 盤 形 成 に 役 立 ち 、 地 方 創 生 に も つ な が

る 活 動 を し て い る 。  
 

⑦  土 佐 和 紙 国 際 化 実 行 委 員 会 （ 高 知 県 吾 川 郡 ）  
 

吾 川 郡 い の 町 は 紙 の 町 と し て そ の 名 が 知 ら れ て お り 、 種 類

の 豊 富 さ と 卓 越 し た 品 質 は 国 内 外 か ら 高 評 価 を 得 て 、昭 和 51

年 に 国 の 伝 統 的 工 芸 品 に 指 定 さ れ た 。  

和 紙 文 化 と 版 画 文 化 の さ ら な る 発 展 と 文 化 交 流 の 場 を つ く

る こ と を 目 的 と し て 平 成 2 年 に 「 高 知 国 際 版 画 ト リ エ ン ナ ー

レ 展 」 を 開 催 、 今 回 で 30 年 目 と な る 第 11 回 を 迎 え る 。 紙 に

刷 っ た 版 画 作 品 の み を 対 象 と し て プ ロ ・ ア マ 問 わ ず 国 内 外 よ
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り 募 集 し 、200 点 近 く を 選 出 し 博 物 館 に て 58 日 間 に わ た り 展

示 を 行 う 。  
 

⑧  特 定 非 営 利 活 動 法 人 東 京 ソ テ リ ア （ 東 京 都 江 戸 川 区 ）  
 

江 戸 川 区 で 精 神 障 害 者 支 援 を 行 っ て い る 。 と く に 精 神 障 害

に 対 す る 一 般 社 会 へ の 普 及 啓 発 に 力 を 入 れ て お り 、 研 修 会 や

講 演 会 を 積 極 的 に 開 催 し て い る 。  

数 年 前 か ら イ タ リ ア ボ ロ ー ニ ャ 精 神 保 健 局 の 全 面 的 協 力 を

得 て 、 患 者 た ち に よ る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル な 劇 団 「 ア ル テ ・

エ ・ サ ル ー テ 」 を 招 聘 し 、 日 本 人 の 精 神 障 害 者 当 事 者 お よ び

医 療 従 事 者 も 参 加 し て 共 同 で 演 劇 を 作 り 上 げ る な ど 国 際 交 流

事 業 も 広 く 展 開 し て い る 。  
 

⑨  一般社団法人金澤芸術文化交流ネット  サルーテ（石川県金沢市） 
 

県 内 で オ ペ ラ 活 動 を 行 っ て お り 芸 術 性 と 創 造 性 、 地 域 交 流

と 次 世 代 育 成 に つ な げ る べ く 活 動 を し て い る 。 埋 も れ て い る

人 材 の 掘 り 起 こ し と 育 成 の 場 を 設 け る た め コ ン パ ク ト な 会 場

で 新 作 オ ペ ラ を 上 演 、 舞 台 装 置 を 簡 略 化 す る た め プ ロ ジ ェ ク

シ ョ ン マ ッ ピ ン グ を 活 用 す る な ど 、 新 た な オ ペ ラ 制 作 ・ 公 演

を す る 団 体 と し て 県 内 外 か ら も 期 待 さ れ て い る 。  

オ ペ ラ を 、 よ り 幅 広 い 層 に 直 に 体 験 し て も ら え る 機 会 を つ

く る こ と を 目 指 し て い る 。  
 

⑩  福 岡 カ ン マ ー フ ィ ル ハ ー モ ニ ー （ 福 岡 県 福 岡 市 ）  
 

福 岡 カ ン マ ー フ ィ ル は 2006 年 に 結 成 さ れ て 以 来 、地 元 の 福

岡 で 演 奏 家 と 地 域 が 親 密 に 係 わ る 音 楽 活 動 ・ 文 化 活 動 を 行 っ

て き た 室 内 合 奏 団 で あ り 、 様 々 な 時 代 と 編 成 の 楽 曲 の 魅 力 を

伝 え て き た 。  

 小 泉 八 雲 の 短 編 作 品「 向 日 葵 」に よ る モ ノ オ ペ ラ（ 登 場 人

物 が 1 人 だ け の オ ペ ラ ） な ど 独 創 的 な 作 品 の 制 作 ・ 初 演 を 、

地 域 の 表 現 者 と 作 曲 家 が 協 働 し て 創 っ て い く プ ロ セ ス こ そ が

地 域 社 会 に お い て 自 分 た ち で 文 化 を 主 体 的 に 創 り 上 げ て い く

営 み で あ り 、 地 域 文 化 を 再 認 識 す る 絶 好 の 契 機 と な る 。  
 

⑪  田 尾 下  哲 シ ア タ ー カ ン パ ニ ー （ 東 京 都 港 区 ）  
 

日 本 で は オ ペ ラ 演 技 教 育 の 機 会 が 乏 し い と い う 問 題 に 対 し

オ ペ ラ 歌 手 を 対 象 に し た 演 技 力 向 上 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 成 果 発
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表 の 場 と な る 公 演 を 組 み 合 わ せ る プ ロ グ ラ ム な ど を 継 続 的 に

開 催 し て い る 。  

2016 年 に 上 演 さ れ た オ リ ジ ナ ル オ ペ ラ「 セ ヴ ィ リ ア の 理 髪

師 の 結 婚 」 は 歌 唱 力 と 演 劇 並 の 演 技 力 を 必 要 と す る 難 し い 作

品 だ が 多 く の 要 望 を う け 翌 年 再 演 さ れ た 。 こ の よ う な 物 語 性

の 高 い オ リ ジ ナ ル 作 品 を 日 本 オ ペ ラ 界 に ラ イ ン ア ッ プ す る こ

と の 意 義 は 大 き い 。  
 

⑫  Art Orque（ 東 京 都 世 田 谷 区 ）  
 

ダ ン ス の 魅 力 を 今 ま で に な い 形 で 発 見 し て 楽 し む こ と を 目

的 と し て 活 動 を 続 け て い る 。 そ の 根 源 に あ る の は 、 代 表 で あ

る 池 宮 中 夫 氏 の 「 舞 踊 の 枠 に 留 ま ら ず 、 芸 術 が 本 来 持 つ 人 間

の 生 き 様 の 本 質 と 根 源 を 問 う 」 姿 勢 で あ る 。  

舞 踊 芸 術 資 料 の 展 示・公 演・シ ン ポ ジ ウ ム の 実 施 を 通 し て 、

豊 饒 な 地 域 文 化 創 造 の 源 泉 を 体 験 、 新 た に 発 信 し て お り 、 募

集 に よ り 集 ま っ た 地 域 住 民 や 学 生 な ど の 参 加 者 と 共 に 調 査 ・

研 究 す る こ と で 世 代 を 超 え た 活 発 な 人 材 育 成 を 目 指 す 。  
 

⑬  シュシ・スライマン ORGANIZING ABANDON 実行委員会（東京都港区） 
 

「 負 の 地 域 資 源 」 の 再 生 と マ レ ー シ ア と 日 本 と の 文 化 交 流

と い う 二 つ の 軸 を 重 ね 、 慢 性 化 し た 問 題 に 対 し て オ ル タ ナ テ

ィ ブ な 解 決 を 図 る と い う プ ロ ジ ェ ク ト 。 マ レ ー シ ア の 現 代 ア

ー テ ィ ス ト で あ る シ ュ シ ・ ス ラ イ マ ン 氏 が 一 棟 の 廃 屋 に 注 目

し 、 そ の す べ て を 作 品 化 す る 創 作 活 動 。 空 き 家 問 題 と 正 面 か

ら 向 き 合 い つ つ 、 そ の 解 決 プ ロ セ ス と し て ア ー テ ィ ス ト 独 自

の 創 造 性 が 発 揮 、 展 開 さ れ る こ と で 新 た な 化 学 反 応 や 交 流 が

起 き る こ と が 期 待 で き る 。  
 

⑭  ア プ サ ラ ス （ 東 京 都 狛 江 市 ）  
 

2008 年 に 結 成 さ れ た 作 曲 家・松 村 禎 三 氏 の 門 下 生 を 中 心 と

す る 音 楽 家 グ ル ー プ で あ り 、 定 期 演 奏 会 の 開 催 や 松 村 氏 の 著

作 集 の 出 版 な ど を 行 っ て い る 。 2019 年 に は 、 松 村 氏 生 誕 90

周 年 を 記 念 し 、 新 し い 才 能 や 優 れ た 作 品 を 発 掘 す る た め の 作

曲 作 品 コ ン ク ー ル 「 松 村 賞 」 を 設 立 、 受 賞 作 品 を お 披 露 目 す

る 演 奏 会 も 行 っ て い る 。  

 ま た 演 奏 会 の プ ロ グ ラ ム に は 、 聴 衆 の 楽 曲 理 解 の 一 助 と な

る よ う 作 曲 家 自 身 に よ る 作 品 解 説 を 掲 載 す る な ど 、 現 代 の 芸  

術 音 楽 の 普 及 や 振 興 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。  
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⑮  芽部（群馬県前橋市）  
 

前 橋 市 立 美 術 館 「 ア ー ツ 前 橋 」 は 街 な か に 存 在 す る 意 義 や

表 現 活 動 全 般 を 対 象 と し 2013 年 に 開 館 し た 。同 美 術 館 の 学 芸

員 に よ る 地 域 に 根 差 し た 活 動 の ひ と つ 「 ア ー ト ス ク ー ル 」 受

講 生 に よ り 2011 年 に 設 立 さ れ 、同 美 術 館 の 地 域 ア ー ト プ ロ ジ

ェ ク ト に 連 動 し 文 化 遺 産 で あ る 『 詩 』 を 主 軸 に 美 術 、 写 真 、

音 楽 な ど 様 々 な ジ ャ ン ル を 対 象 に 企 画 ・ 運 営 を 行 っ て い る 。  

ま た 20 14 年 か ら [前 橋 ポ エ ト リ ー フ ェ ス テ ィ バ ル ]を 開 催 、

SNS で 詩 と 写 真 を 募 集 し 商 店 街 の 店 頭 に 展 示 す る 街 な か 展 覧

会 や 、 同 市 出 身 の 萩 原 朔 太 郎 に ち な み [ま え ば し ネ コ フ ェ ス ]

の 開 催 な ど を 定 期 的 に 行 っ て い る 。 
 

⑯  ダンス作戦会議（東京都小金井市）  
 

ダ ン サ ー を 中 心 と し た ダ ン ス 当 事 者 に よ り 企 画 ・ 制 作 ・ 運

営 を 行 う 、 コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス の 分 野 で は 珍 し い ア ー テ

ィ ス ト 主 導 に よ る 集 団 で あ る 。 ダ ン サ ー の み で 立 ち 上 げ る 演

劇 「 劇 団 ダ ン サ ー ズ 」 公 演 に お け る 言 葉 と 身 体 へ の ラ デ ィ カ

ル な 挑 戦 は 、 ダ ン サ ー な ら で は の 厳 密 な 身 体 の 運 用 や 空 間 配

置 に よ り 演 劇 で あ り な が ら ダ ン ス と し て も 成 立 す る 公 演 で あ

る 。 他 に も 全 員 同 じ 課 題 曲 に 振 り 付 け て 踊 る 「 課 題 曲 と 自 由

曲 」 公 演 な ど 、 ダ ン ス の 枠 組 み を 様 々 な 角 度 で 問 い 直 す 企 画

を 行 っ て い る 。 
 

⑰  も や い 展 実 行 委 員 会 （ 東 京 都 八 王 子 市 ）  
 

東 日 本 大 震 災 関 連 の ア ー ト 展 。 「 も や い 」 と は 本 来 ロ ー プ

の 結 び 方 を 指 す が 、 転 じ て 「 共 同 作 業 」 の 意 味 合 い も 持 つ 。

展 示 作 品 の 作 家 と 来 場 者 の イ メ ー ジ の 共 有 と い う「 共 同 作 業 」

で 被 災 地 と 開 催 地 の 橋 渡 し を 行 い 、 大 震 災 が も た ら し た 未 来

へ の メ ッ セ ー ジ を 紡 ぐ 端 緒 を 生 み 出 す こ と を 大 き な 目 的 と し

て い る 。  

2017 年 か ら 東 京 、金 沢 、鹿 児 島 に お い て 計 4 回 の 展 示 会 を

開 催 。 日 本 の み な ら ず 世 界 に ま で イ メ ー ジ を 発 信 す る 震 災 ア

ー ト 総 合 展 示 を 目 指 す 。 
 

⑱  特定非営利活動法人芸術文化ワークス（東京都板橋区）  
 

日 本 を 代 表 す る パ ー カ ッ シ ョ ニ ス ト ・ 加 藤 訓 子 氏 が 主 宰 す

る 次 世 代 人 材 養 成 事 業 。 若 手 演 奏 家 を 対 象 に 、 演 奏 機 会 の 創
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出 、 テ ー マ と 方 向 性 を 与 え イ ン キ ュ ベ ー ト す る こ と で プ ロ と

し て の 全 般 的 ス キ ル 向 上 を 目 指 す と い う 支 援 を 行 っ て い る 。  

地 域 と の 交 流 、 芸 術 文 化 振 興 と 生 涯 学 習 へ の 貢 献 を 目 的 と

し て 子 供 か ら 大 人 ま で あ ら ゆ る 一 般 層 が 参 加 で き る 各 種 ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 開 催 。 若 者 が 真 剣 に 取 り 組 む 姿 を 見 て 応 援 し 、

街 の 人 々 が 文 化 施 設 に 自 然 に 集 う よ う に な る こ と を 目 指 す 。 
 

⑲  Baobab（東京都中央区）  
 

振 付 家・ダ ン サ ー と し て 多 方 面 に 活 躍 す る 北 尾  亘 氏 が 主 宰

す る カ ン パ ニ ー と し て 2010 年 に 旗 揚 げ 、 全 作 品 の 振 付 ・ 構

成 ・ 演 出 は 北 尾 氏 が 手 掛 け て い る 。 作 品 創 作 の 他 に も ダ ン ス

フ ェ ス テ ィ バ ル を 開 催 す る な ど 、 業 界 全 体 を 見 据 え 様 々 な 方

向 性 で ダ ン ス の 可 能 性 を 広 げ て い る 。  

ま た 、 等 身 大 の ア プ ロ ー チ で 親 密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

と り 参 加 者 の モ チ ベ ー シ ョ ン を 上 げ る 優 れ た 指 導 ノ ウ ハ ウ を

活 か し 、 全 国 の 劇 場 や 地 域 団 体 、 学 校 な ど で 一 般 市 民 参 加 型

の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し て い る 。 
 

⑳  武田  力（神奈川県横浜市）  
 

大学在学中に教職をとるかたわら演劇を始め、演劇出身のパフ

ォーマンスアーティストとして制作を開始、アジア各地の民俗芸

能の構造に着想を得た素材を取り上げ作品としている。制作時に

はその土地に滞在し地元住民と触れ合いながら、地域の歴史や生

活様式を聞き取り思考し皆で一緒に作り上げる。  

過疎化が進む地域で芸能が人々をつなぐものになればと途絶え

た踊りを復活させるなど地域活性化にも尽力している。 

 

㉑  株式会社アーキタンツ（東京都港区）  
 

2001 年 の 設 立 当 初 よ り 、海 外 の 第 一 線 で 活 躍 す る 講 師 陣 を

常 時 招 聘 し て 365 日 バ レ エ の オ ー プ ン ク ラ ス を 開 催 。 若 手 ダ

ン サ ー の 育 成 か ら 作 品 制 作 の 環 境 整 備 、 海 外 と の 橋 渡 し ま で

同 時 に 行 っ て い る 稀 有 な ス タ ジ オ で あ る 。 ダ ン サ ー の み な ら

ず 振 付 家 の 育 成 も 視 野 に 入 れ 、 ス タ ジ オ な ど の 創 造 環 境 を 無

償 で 提 供 し て い る 。  

ま た 、 地 元 の 小 学 校 な ど で コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス の ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 行 い 幅 広 い 人 た ち に ダ ン ス の 魅 力 を 伝 え て い る 。 
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㉒  パティオ・シアター合唱団（愛知県安城市）  
 

パ テ ィ オ ・ シ ア タ ー 合 唱 団 は 知 立 市 文 化 会 館 （ パ テ ィ オ 池

鯉 鮒 ） に て 開 講 さ れ た 舞 台 芸 術 実 践 講 座 「 合 唱 講 座 」 と し て

2001 年 か ら 活 動 を 開 始 、毎 年 当 該 会 館 の 公 演 で あ る 第 九 に 参

加 し 2006 年 に 同 合 唱 団 と し て 独 立 。以 降 は 定 期 演 奏 会 や 市 民

団 体 に よ る 自 主 運 営 で あ る 市 民 音 楽 祭 な ど に 定 期 的 に 参 加 し

て い る 。  

2011 年 か ら は 会 館 と の 共 催 で 市 民 オ ペ ラ を 開 催 、翌 年 か ら

は ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト を 自 主 開 催 し て 地 域 に 還 元 す る な

ど 地 域 に 根 付 い た 文 化 活 動 を 行 っ て い る 。 
 

㉓  neji&co.（京都府京都市）  
 

麿 赤 兒 氏 が 主 宰 す る「 大 駱 駝 艦 」の メ ン バ ー と し て 活 躍 し 、

現 在 は ソ ロ の ダ ン サ ー ・ 振 付 家 と し て 国 内 外 の 様 々 な プ ロ ジ

ェ ク ト で 活 動 、 さ ら に は 国 際 的 な 視 野 で の 活 躍 が 期 待 さ れ る

捩 子 ぴ じ ん 氏 が 長 期 的 な 拠 点 の 形 成 を 目 指 し て 設 立 し た ダ ン

ス カ ン パ ニ ー 。  

コ ン テ ン ポ ラ リ ー の 創 造 状 況 が 弱 体 化 し て い る 国 内 の 舞 台

芸 術 の 世 界 で 、 公 演 後 の 対 談 等 を 中 心 と す る 記 録 集 を 作 成 す

る な ど 言 説 を 通 し て 地 域 の ア ー テ ィ ス ト 同 士 の 交 流 を 活 性 化

し 、 劇 場 文 化 の 醸 成 と 観 客 の 創 造 に 貢 献 し て い る 。 
 

㉔  河井  朗（東京都杉並区）  
 

河 井 氏 の 創 る 舞 台 の 特 徴 は 、 あ る 地 域 や 個 人 の 個 別 エ ピ ソ

ー ド を 多 面 的 に 分 析 ・ 咀 嚼 し て 再 構 築 す る こ と に よ り 、 そ の

エ ピ ソ ー ド に 潜 在 す る 普 遍 的 メ ッ セ ー ジ を 幅 広 い オ ー デ ィ エ

ン ス に 向 け て 受 容 ・ 吸 収 し や す く す る こ と で あ る 。 作 品 制 作

の 過 程 で 、 公 演 す る 地 域 の 人 々 や ホ ー ル 関 係 者 と の 対 話 を 重

ね 、 地 域 の 空 気 を 織 り 込 み な が ら 精 錬 を 繰 り 返 し 完 成 度 を 高

め て い る 。  

地 域 に 根 差 し つ つ 、 す ぐ れ た 普 遍 的 事 業 を 追 求 す る 複 数 の

公 共 施 設 な ど か ら 高 い 評 価 を 得 て い る 。 
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【 伝 統 芸 能 分 野 】  

①  土 江 子 ど も 神 楽 団 （ 島 根 県 大 田 市 ）  
 

毎 年 正 月 3 日 に 仮 屋 行 事 の 一 環 と し て 舞 わ れ 、 300 年 に 及

ぶ 歴 史 が あ っ た が 少 子 化 の 影 響 で 平 成 5 年 に 伝 承 が 途 絶 え た 。

そ の 後 地 域 の 努 力 も あ り 平 成 12 年 に 復 活 、20 周 年 を 迎 え る 。  

団 員 は 保 育 園 児 か ら 高 校 3 年 生 ま で の 54 名 で 構 成 さ れ 、上

級 生 に よ る 下 級 生 の 指 導 か ら 舞 手 ・ 奏 楽 な ど 全 て 子 供 た ち の

手 に よ る 。 伝 統 芸 能 だ け で な く 郷 土 に 伝 わ る 伝 説 や 物 語 も 題

材 に し オ リ ジ ナ ル な 演 目 に も 挑 戦 、 地 域 の 祭 り だ け で な く 海

外 公 演 も 行 う な ど 年 間 60 回 を 超 え る 公 演 を 行 っ て い る 。  
 

②  栄 町 神 楽 （ 新 潟 県 新 潟 市 ）  
 

昭 和 50 年 に 町 内 の 有 志 に よ り 再 興 さ れ て 以 来 、高 校 生 か ら

40 代 ま で の 若 手 を 中 心 に 小 学 生 、女 性 、60 代 超 の ベ テ ラ ン が

在 籍 し 毎 月 1 回 の 練 習 を 行 っ て い る 。  

通 常 は 獅 子 頭 1 頭 で 舞 う の が 基 本 で あ る が 場 面 に よ っ て は

2 頭 で 舞 う こ と も あ る 点 や 、 「 扇 舞 」 の 復 活 に 意 欲 を 燃 や し

て い る 点 が 特 徴 で あ る 。 ま た 祭 礼 時 に 祭 屋 台 と 共 同 し て 屋 台

上 で の 神 楽 舞 を 実 現 、あ る い は 新 事 業 で あ る「 新 津 大 囃 子 祭 」

の 企 画 ・ 参 画 を す る な ど 、 伝 統 文 化 継 承 の 活 動 を 創 出 し て い

る 。  
 

③  植 野 稲 荷 神 社 太 々 神 楽 保 存 会 （ 群 馬 県 前 橋 市 ）  
 

太 々 神 楽 の 由 来 は 元 弘 3 年（ 1332 年 ）総 社 の 豪 族 で あ る 赤

松 氏 が 鎌 倉 幕 府 討 伐 に 向 か う 際 、 戦 勝 を 祈 念 し 奉 納 し た と い

わ れ て お り 、 天 保 8 年 作 （ 1 8 2 5 年 ） の 綺 羅 も 現 存 し て い る 。 

特 色 は 全 て が 神 々 に ま つ わ り 形 容 す る 舞 で 緩 舞 ・ 早 舞 の 二

種 類 に わ か れ 、 神 々 の ご 事 蹟 や 性 格 に よ り 荘 重 に ま た 勇 壮 に

或 い は 悲 壮 に ま た 軽 妙 に 舞 で 表 現 し て い る と こ ろ で あ る 。 今

日 ま で す べ て の 舞 を 奉 納 し 伝 統 を 継 承 す る た め 後 継 者 育 成 に

も 尽 力 し て い る 。  
 

④  NPO 法人乗馬とアニマルセラピーを考える会（岩手県滝沢市）  
 

岩 手 県 立 大 学 が 管 理 す る 馬 場 施 設 で 育 成 と 繁 殖 を 行 う ほ か 、

障 害 を 持 つ 子 供 た ち の 機 能 回 復 の た め 馬 を 活 用 し た ア ニ マ ル

セ ラ ピ ー に 注 力 し 日 本 統 合 医 療 学 会 で の 発 表 を お こ な う な ど

実 績 を 上 げ て い る 。  
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ま た 地 元 滝 沢 市 の 依 頼 で 無 形 民 俗 文 化 財 の チ ャ グ チ ャ グ 馬

っ こ (小 荷 駄 装 束 を 着 せ 盛 岡 八 幡 宮 ま で 進 行 )行 列 に 参 加 す る

馬 の 繁 殖 や 育 成 に 尽 力 し て い る 。  
 

⑤  平 田 青 虎 会 （ 岩 手 県 釜 石 市 ）  
 

約 800 年 前 に 閉 伊 頼 基 が 将 兵 の 士 気 を 鼓 舞 す る た め 虎 の ぬ

い ぐ る み を つ け 踊 っ た の が 始 ま り 。 東 日 本 大 震 災 に よ り 用 具

流 出 な ど の 被 害 を 受 け た が 、 す ぐ に 活 動 を 再 開 し 被 災 者 に 希

望 と 元 気 を 与 え て き た 。  

ま た 氏 子 と し て 尾 崎 神 社 釜 石 祭 り 合 同 大 祭 や 館 山 神 社 の 例

大 祭 な ど に 毎 年 参 加 し 、 敬 老 会 や 全 国 虎 舞 フ ェ ス テ ィ バ ル に

て 披 露 す る な ど 積 極 的 な 活 動 を 行 っ て い る 。  
 

⑥  小 松 獅 子 保 存 会 （ 福 島 県 会 津 若 松 市 ）  
 

約 350 年 の 歴 史 を 持 ち 、 毎 年 春 の 彼 岸 に 家 内 安 全 ・ 五 穀 豊

穣 を 願 い 先 祖 供 養 を し な が ら 家 々 を 巡 り 舞 う こ と か ら 「 彼 岸

獅 子 」 と い わ れ る 。 芸 態 は 古 風 を 保 持 し 気 品 と 風 格 を 備 え 県

を 代 表 す る 民 俗 芸 能 だ が 、 近 年 の 過 疎 化 や 少 子 高 齢 化 に よ り

県 内 5 か 所 し か 残 っ て い な い 。  

後 継 者 養 成 の た め 小 学 校 に 出 向 き 、 ま た 正 確 な 伝 承 の た め

資 料 や 調 査 報 告 書 を ア ー カ イ ブ 化 す る な ど 地 道 な 努 力 を し て

い る 。  
 

⑦  子 ど も た ち に 日 本 の 伝 統 文 化 を み せ る 会 （ 東 京 都 板 橋 区 ）  
 

7 年 前 か ら 地 域 の 子 ど も た ち に 日 本 舞 踊 を 指 導 し 、 地 元 の

祭 り に お い て 発 表 す る 場 を 設 け る な ど 、 自 ら 体 験 ・ 理 解 し 、

国 際 社 会 の 場 で 日 本 文 化 の 良 さ を 伝 え る こ と が で き る 国 際 人

の 育 成 に つ な げ る こ と を 目 標 と し て 活 動 し て い る 。  

ま た 、 日 本 の 伝 統 文 化 に は 子 ど も た ち の 「 生 き る 力 」 を 育

て る 力 が あ る と 信 じ 、 板 橋 区 内 の 学 校 教 育 の 中 で 伝 統 文 化 の

鑑 賞 を 普 及 す る こ と を 試 み て い る 。  

 

 

【 伝 統 工 芸 技 術 分 野 】  

①  南 部 鉄 器  釜 定 展 実 行 委 員 会 （ 東 京 都 港 区 ）  
 

南 部 鉄 器 業 界 は 400 年 以 上 続 く 伝 統 工 芸 で あ る が 、 木 炭 や

漆 、燃 料 の 高 騰 に よ り 商 品 を 値 上 げ し た ば か り で あ る 。ま た 、
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南 部 鉄 器 職 人 は 一 人 前 に な る の に 10 年 か か る と い わ れ る ほ

ど ハ ー ド ル が 高 い こ と も あ り 後 継 者 が 不 足 し て い る 。  

製 作 者 で あ る 釜 定 工 房 が 販 売 店 と 組 み 、 書 籍 発 行 や 新 商 品

の 発 表 、 写 真 展 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 行 い 南 部 鉄 器 を 始 め

地 元 盛 岡 の 魅 力 を 多 く の 人 々 に 伝 え る 機 会 を 創 出 し 、 南 部 鉄

器 の 使 い 手 、 作 り 手 を 増 や す こ と を 目 指 し て い る 。  
 

②  前 田  明 彦 （ 大 阪 府 岸 和 田 市 ）  
 

岸 和 田 だ ん じ り は 岸 和 田 城 門 を も ぐ る 必 要 か ら 独 自 の 進 化

を 遂 げ 「 下 だ ん じ り 」 と 呼 ば れ る 。 優 美 な シ ル エ ッ ト と 精 緻

な 彫 刻 も 見 所 で あ る 。  

前 田 氏 は 主 に 「 下 だ ん じ り 」 に 彫 刻 を 手 掛 け て い る が 、 業

界 全 体 が 衰 退 し て き て お り 仕 事 量 の 減 少 は 避 け ら れ な い 。 仕

事 が 無 く な れ ば 経 験 値 や 彫 刻 技 術 が 低 下 し 次 世 代 へ の 継 承 が

極 め て 困 難 に な る た め 、 広 く “ だ ん じ り 彫 刻 ” の 技 術 を 認 知

し て も ら い 新 た な 需 要 を 掘 り 起 こ す こ と で 技 術 の 継 承 を 目 指

そ う と 尽 力 し て い る 。  
 

③  黒 田  知 子 （ 京 都 府 京 都 市 ）  
 

江 戸 時 代 初 期 創 業 の 「 黒 田 装 束 店 」 に 嫁 い だ こ と を き っ か

け に 「 装 束 司 」 と し て 衣 紋 と 呼 ば れ る 着 付 け と 装 束 の 仕 事 を

主 に 行 う 。 葵 祭 や 時 代 祭 、 吉 田 追 儺 式 な ど 京 都 な ら で は の 祭

事 や 神 事 に 関 わ り 文 化 の 継 承 や 復 活 に 寄 与 し て い る 。  

ま た 、 伝 統 の 有 職 文 様 を 特 別 な も の で は な く 日 常 づ か い が

で き る ア イ テ ム に 生 ま れ 変 わ ら せ た い と の 思 い か ら 、1991 年

に 有 職 織 物 で 作 る 小 物 や イ ン テ リ ア を 商 品 と す る 「 堺 町 御 門

前 平 七 」を ス タ ー ト 、新 た な 色 彩 や ス タ イ ル を 提 案 し て い る 。  
 

④  井 上  善 夫 (二 本 松 萬 古 焼 窯 元 井 上 窯 ） （ 福 島 県 二 本 松 市 ）  
 

江 戸 時 代 末 よ り 続 く 木 型 に よ る 「 手 ひ ね り 型 く ず し 」 製 法

に よ っ て 急 須・湯 呑 な ど を 制 作 し て い る 残 存 す る 唯 一 の 窯 元 。

木 型 を 用 い て の 技 法 は 四 日 市 萬 古 焼 と 二 本 松 萬 古 焼 だ け で あ

る が 、 二 本 松 萬 古 焼 井 上 窯 の 「 型 く ず し 製 法 」 は 明 治 に 完 成

し 現 在 に 至 っ て い る 。 東 北 地 方 の 萬 古 焼 の 中 で 一 番 古 い も の

が 二 本 松 で あ り 、 井 上 窯 所 有 の 「 木 型 」 の 多 さ は 日 本 一 と い

わ れ て い る 。  
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⑤  司 辻  光 男 （ 福 井 県 丹 生 郡 ）  
  

丹 生 郡 越 前 町 に は 日 本 6 古 窯 と し て 日 本 遺 産 認 定 を 受 け た

越 前 焼 の ほ か 越 前 漆 器 ・ 越 前 和 紙 な ど の 伝 統 工 芸 が 息 づ い て

い る 。 こ れ ま で 単 体 で の 工 夫 を 重 ね て き た が さ ら な る 発 展 に

到 達 で き な か っ た た め 、 3 素 材 の コ ラ ボ に よ る 商 品 開 発 を 行

い 業 界 の 活 気 と 技 術 の 継 承 を 目 的 と す る 。 さ ら に 各 伝 統 工 芸

産 地 の 発 展 に も つ な が る よ う 尽 力 し て い る 。  

 

 

【 食 文 化 分 野 】  

①  か け は し サ ポ ー タ ー （ 福 井 県 小 浜 市 ）  
 

「 御 食 国 」 で あ る 小 浜 市 に は 多 く の 特 色 あ る 海 産 物 の 加 工

技 術 が あ り 、 そ れ ら 食 文 化 が 今 日 ま で 継 承 さ れ て い る 。 ま た

全 国 初 と な る 食 を テ ー マ に し た 基 本 条 例 を 制 定 、 多 彩 な 政 策

を 展 開 し て き た 。 当 団 体 は 「 御 食 国 若 狭 お ば ま 食 文 化 館 」 の

開 館 当 初 に 結 成 さ れ 、 市 民 や 観 光 客 を 対 象 に 食 文 化 や 伝 統 行

事 な ど 研 究 や イ ベ ン ト 開 催 、展 示 な ど 年 間 30 件 以 上 の 活 動 を

行 っ て い る 。  
 

②  立 命 館 大 学  食 総 合 研 究 セ ン タ ー （ 滋 賀 県 草 津 市 ）  
 

2018 年 の 設 立 以 来 、食 に よ る 地 域 振 興 と い う テ ー マ に 取 り

組 ん で い る 。和 食 が 2013 年 の ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 に 登 録 さ

れ て か ら 各 地 に 伝 わ る 郷 土 食 が 再 評 価 を 受 け 、 地 域 の 食 資 源

を 活 用 し て 地 域 を 活 性 化 し よ う と い う 動 き が 全 国 で 活 発 に 展

開 さ れ る よ う に な っ た 。  

食 文 化 に よ る 地 域 経 済 や 社 会 の 活 性 化 を め ざ す 各 地 の 動 き

を 紹 介 し つ つ 情 報 の 開 示 や 経 験 の 交 流 を 意 図 し て 伝 統 食 に 関

す る テ ー マ で シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 。 和 食 文 化 学 会 が 事 業 を 後

援 す る な ど 注 目 と 期 待 を 集 め て い る 。  
 

③  特 定 非 営 利 活 動 法 人 つ な ぐ プ ロ ジ ェ ク ト （ 岐 阜 県 羽 島 郡 ）  
 

地 元 を 拠 点 と し 子 ど も を 産 み 育 て ら れ る 地 域 づ く り や 、 そ

の 子 ど も た ち を 見 守 る 仕 組 み づ く り に 取 り 組 ん で き た 。 子 育

て ・ 仕 事 ・ 家 庭 と 大 事 に し な が ら 働 き 続 け た い と い う 母 親 の

た め に セ ミ ナ ー を 開 催 し た り 、 助 産 師 に よ る 家 庭 訪 問 や 相 談

な ど の 活 動 を し て い る 。  
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ま た 、 笠 松 町 の 地 域 文 化 食 で あ る 「 船 頭 な べ 」 の 伝 統 継 承

の た め 、 地 域 行 事 で 歴 史 や 調 理 、 試 食 な ど の 体 験 学 習 を 行 う

な ど 、 県 が 目 指 す 「 地 域 づ く り 型 生 涯 学 習 」 推 進 に 資 す る 活

動 を し て い る 。  
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Ⅱ．庶務の概況 

1．役員等に関する事項（令和 2 年 7 月 31 日現在） 

 役職名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 評議員 東   龍 男 H23.8.1  なし 放送作家、作詞家、脚本家 

 評議員 織 田 紘 二 H23.8.1  なし 演出家、日本芸術文化振興会顧問 

 評議員 神 津 信 一 H25.9.30  なし 日本税理士会連合会会長 

 評議員 小 林 鈴 男 H27.9.25  なし 全国税理士共栄会相談役 

 評議員 白 石 和 己 H23.8.1  なし 工芸評論家 

 評議員 波 平   正 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会相談役 

 評議員 西 川 箕乃助 H28.7.1  なし 日本舞踊家、(公財)日本舞踊振興財団理事 

 評議員 萩 原 朔 美 H23.8.1  なし 前橋文学館館長、多摩美術大学名誉教授 

 評議員 橋 本 雅 博 H28.7.1  なし 住友生命保険相互会社取締役代表執行役社長 

 評議員 藤 原 弘 治 H29.7.5  なし 株式会社みずほ銀行取締役頭取 

 評議員 宮 田 義 見 H25.9.30  なし 近畿税理士会顧問 

 評議員  村   寛 H29.10.2  なし 全国税理士共栄会副会長 

 評議員 渡 邉   睦 H29.7.5  なし 三井住友信託銀行株式会社ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

      （13 名） 

 理 事 秋 場 良 司 R1.10.1 理 事 長 なし 全国税理士共栄会会長 

 理 事 三 隅 治 雄 H23.8.1 副理事長 なし (独)東京文化財研究所名誉研究員 

 
理 事 佐 藤 美 樹 R1.10.1 副理事長 なし 

朝日生命保険相互会社取締役会長、 

(公財)日本ユネスコ協会連盟会長 

 理 事 菅 坂 典 子 H29.10.2 専務理事 なし 中国税理士会常務理事 

 理 事 佃   一 可 H23.8.1 常務理事 なし 一茶菴家元十四世 

 理 事 北 村   繁 R1.10.1 常務理事 なし 全国税理士共栄会専務理事 

 理 事 鈴 木 朋 宏 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会副会長 

 理 事 筒 井 義 信 H25.9.30  なし 日本生命保険相互会社代表取締役会長 

 理 事 西 澤 敬 二 H29.10.2  なし 損害保険ジャパン株式会社取締役社長 

 理 事 仁 科 エ ミ H25.9.30  なし 放送大学教授 

 理 事 藤 本   草 H23.8.1  なし (公財)日本伝統文化振興財団理事長 

 
理 事 古井戸 秀 夫 R1.10.1  なし 

東京大学名誉教授、 

(公財)日本舞踊協会副会長 

 理 事 渡 邉 光一郎 H29.10.2  なし 第一生命保険株式会社取締役会長 

      （13 名） 
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 役職名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 監 事 小久保    R1.10.1  なし 全国税理士共栄会副会長 

 監 事 松 本   哲 R1.10.1  なし ジブラルタ生命保険株式会社執行役員 

 監 事 吉 田 雅 俊 H23.8.1  なし 株式会社日税ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ代表取締役会長兼社長 

 （3 名） 
 分野名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 芸術活動 榎 本 了 壱 H23.8.1 選考委員長 なし 日本文化ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｫｰﾗﾑ理事、副代表幹事 

 芸術活動 大 濵 純 三 H23.8.1 選考委員 なし 音楽評論家、NHK 文化ｾﾝﾀｰ講師 

 芸術活動 楫 屋 一 之 H29.9.13 選考委員 なし 神奈川県国際文化観光局舞台芸術担当部長 

 芸術活動 蜷 川 有 紀 H23.8.1 選考委員 なし 画家、女優 

 芸術活動 林   あまり H23.8.1 選考委員 なし 歌人、演劇評論家 

 
伝統芸能 大 橋   力 H23.8.1 選考委員長 なし 

国際科学振興財団主席研究員、 

情報環境研究所所長 

 伝統芸能 藍 本 結 井 H23.8.1 選考委員 なし 日本舞踊評論家・研究家 

 伝統芸能 児 玉   信 H23.9.8 選考委員 なし 芸能評論家、邦楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 伝統芸能 田 中 英 機 H23.9.8 選考委員 なし くらしき作陽大学客員教授 

 伝統芸能 手 島 敦 子 H24.12.3 選考委員 なし 前国立劇場制作部公演計画課長 

 伝統工芸 戸 津 圭之介 H23.10.21 選考委員長 なし 東京藝術大学名誉教授 

 伝統工芸 金 子 賢 治 H23.9.8 選考委員 なし 茨城県陶芸美術館長 

 伝統工芸 佐々木 正 直 H25.8.1 選考委員 なし 群馬県立館林美術館館長 

 伝統工芸 林   香 君 H28.6.14 選考委員 なし 文星芸術大学名誉教授、美術家・陶芸家 

 伝統工芸 藤 森 照 信 H23.9.8 選考委員 なし 建築家、東京大学名誉教授 

 食文化 熊 倉 功 夫 H27.1.26 選考委員長 なし MIHO MUSEUM 館長 

 食文化 岡 副 真 吾 H27.1.26 選考委員 なし 金田中主人、東京新橋組合頭取 

 食文化 奥 村 彪 生 H27.1.26 選考委員 なし 伝承料理研究家 

 食文化 神 崎 宣 武 H27.1.26 選考委員 なし 民俗学者、旅の文化研究所所長 

 食文化 宮 嶋   勲 H27.1.26 選考委員 なし ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 

      （20 名） 

 顧 問 今 野 和 郎 H23.8.1  なし 全国税理士共栄会文化財団元理事長 

 顧 問 惣 洞 和 子 H23.8.1  なし 全国税理士共栄会文化財団元理事長 

 顧 問 南 口 純 一 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会文化財団元理事長 

      （ 3 名） 

＊任 期 

評 議 員： 令和 1 年定時評議員会終結時から令和 5 年定時評議員会終結時 
理   事： 令和 1 年定時評議員会終結時から令和 3 年定時評議員会終結時 
監   事： 令和 1 年定時評議員会終結時から令和 5 年定時評議員会終結時 
選 考 委 員： 令和 1 年 8 月 1 日から令和 3 年 7 月 31 日 
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2．職員に関する事項 

職 務 氏 名 就任年月日 担任事務 

局  長 佐 伯   仁 H24．4．1 職員の管理監督等 

課長補佐 桑 原 加奈子 H14．5.10 事務全般 

職  員 宮 崎   真 H26. 8. 1 事務全般 
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3． 役 員 会 等 に 関 す る 事 項  

 

（ 1）理事会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和1年9月11日 

1 .第 2 8 期 事 業 報 告 (案 )に 関 す る 件  

2 .第 2 8 期 収 支 決 算 報 告 (案 )に 関 す る 件  

3 .任 期 満 了 等 に 伴 う 評 議 員 の 改 選 に 関 す る 件  

4 .任 期 満 了 に 伴 う 役 員 の 改 選 に 関 す る 件  

5 .㈱ 中 田 ﾋﾞｼﾞﾈ ｽｺ ﾝｻ ﾙ ﾃｨﾝ ｸﾞと の 業 務 委 託 契 約 の

継 続 に 関 す る 件  

6 .第 2 9 期 定 時 評 議 員 会 開 催 等 に 関 す る 件  

7 .第 2 9 期 定 時 評 議 員 会 提 出 議 案 等 に 関 す る 件  

原案どおり可決 

令和1年10月1日 

1 .理 事 長 、副 理 事 長 、専 務 理 事 及 び 常 務 理 事 の  

選 定 に 関 す る 件  

2 .退 任 者 に 対 す る 感 謝 状 等 の 贈 呈 に 関 す る 件  

3 .顧 問 の 委 嘱 に 関 す る 件  

原案どおり可決 

令和2年1月27日 

1 .第 2 8 回 顕 彰 受 賞 者 の 決 定 に 関 す る 件  

2 .第 2 9 期 助 成 該 当 者 の 決 定 に 関 す る 件  

3 .定 款 の 一 部 変 更 に 関 す る 件  

4 .特 定 資 産 定 期 預 金 満 期 後 の 運 用 に 関 す る 件  

5 .第 2 9 期 臨 時 評 議 員 会 開 催 等 に 関 す る 件  

6 .第 2 9 期 臨 時 評 議 員 会 提 出 議 案 等 に 関 す る 件  

7 .理 事 長 、副 理 事 長 、専 務 理 事 及 び 常 務 理 事 の  

職 務 執 行 の 状 況 に つ い て （ 報 告 ・ 1 回 目 ）  

原案どおり可決 

令和2年5月27日 

（決議の省略） 

1 .第 3 0 期 事 業 計 画 書 に 関 す る 件  

2 .第 3 0 期 収 支 予 算 書 に 関 す る 件  

3 .第 3 0 期 助 成 募 集 要 領 に 関 す る 件  

4 .理 事 長 、副 理 事 長 、専 務 理 事 及 び 常 務 理 事 の  

職 務 執 行 の 状 況 に つ い て （ 報 告 ・ 2 回 目 ）  

原案どおり可決 

令和2年7月28日 

（決議の省略） 

1 .第 2 9 期 助 成 決 定 団 体 に 対 す る 今 後 の 対 応 に  

関 す る 件  
原案どおり可決 

 

＊ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 令 和 2 年 5 月 以 降 の 理 事 会 は 決 議 の  

省 略 の 方 法 を 以 っ て 実 施 し た た め 、 理 事 長 、 副 理 事 長 、 専 務 理 事 及 び 常 務 理 事  

の 職 務 執 行 状 況 に つ い て （ 2 回 目 ） は 書 面 に よ り 報 告 し た が 、 正 式 な 報 告 は 次 回  

理 事 会 （ 実 開 催 ） に お い て 改 め て 行 う 。  
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（ 2）評議員会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和1年10月1日 

1 .第 2 8 期 事 業 報 告 (案 )に 関 す る 件  

2 .第 2 8 期 収 支 決 算 報 告 (案 )に 関 す る 件  

3 .任 期 満 了 等 に 伴 う 評 議 員 の 改 選 に 関 す る 件  

4 .任 期 満 了 に 伴 う 役 員 の 改 選 に 関 す る 件  

原案どおり可決 

令和2年1月27日 1 .定 款 の 一 部 変 更 に 関 す る 件  原案どおり可決 

 
（ 3）監事会  

開 催 日  議 事 事 項  監 査 報 告  

令和1年8月27日 

第 28 期 中 間 監 査  

平 成 31 年 2 月 1 日 か ら 令 和 1 年 7 月

31 日 ま で  

 

第 28 期 決 算 監 査  

平 成 30 年 8 月 1 日 か ら 令 和 1 年 7 月

31 日 ま で  

事 業 報 告 は 法 令 及 び 定

款 に 従 い 法 人 の 状 況 を

正 し く 示 し て お り 、 理

事 の 職 務 執 行 に 関 す る

不 正 行 為 又 は 法 令 若 し

く は 定 款 に 違 反 す る 重

大 な 事 実 は 認 め ら れ な

い 。  

計 算 書 類 及 び そ の 附 属

明 細 書 並 び に 財 産 目 録

は 法 人 の 財 産 及 び 損 益

の 状 況 を 全 て の 重 要 な

点 に お い て 適 法 且 つ 適

正 に 示 し て い る 。  

令和2年2月18日 

第 29 期 中 間 監 査  

令 和 1 年 8 月 1 日 か ら 令 和 2 年 1 月 31

日 ま で  

監 査 対 象 期 間 の 業 務 は

法 令 及 び 定 款 に 従 い 、

適 法 且 つ 適 正 に 執 行 さ

れ て い る 。  

財 務 諸 表 及 び 財 産 目 録

等 は 、 法 人 の 財 産 及 び

収 支 の 状 況 を す べ て 適

法 且 つ 適 正 に 処 理 さ れ

て い る 。  
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（ 4）選考委員会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和 1年 12月 2日  

1 .第 2 8 回 顕 彰 ｢全 税 共  人 と 地 域 の 文 化 賞 ｣対 象

の 選 考 に 関 す る 件  

2 .第 2 9 期 助 成 対 象 の 選 考 に 関 す る 件  

選考結果参照 

 

＜選考結果＞  
 
   ①顕  彰（第 28 回「全税共  人と地域の文化賞」）  

   【伝統芸能分野】  

  隠岐神楽（島根県隠岐郡） 

正  賞：ブロンズ像（粟津  潔  作）  

賞  金： 100 万円（本財団）  

副  賞： 100 万円（出捐団体 /全国税理士共栄会）  

  

②助  成  

1.芸術活動分野    24 件 /計 1,050 万円  

2.伝統芸能分野     7 件 /計   350 万円  

3.伝統工芸技術分野   5 件 /計  250 万円  

4.食文化分野      3 件 /計  150 万円  

 
4． 文 部 科 学 大 臣 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

  該当なし  

 

5． 内 閣 府 等 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

提 出 日  届 出 ・ 報 告 事 項  

令 和 1年 1 0月 3 1日  平 成 3 0 年 度 事 業 報 告 等 の 提 出  

令 和 1年 1 2月 6日  変 更 の 出 書 （ 評 議 員 及 び 役 員 の 変 更 ）  

令 和 2年 2月 3日  変 更 の 届 出 （ 定 款 の 変 更 ）  

令 和 2年 6月 1 5日  令 和 2 年 度 事 業 計 画 書 等 の 提 出  

 

6． 諸 官 庁 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

提 出 日  提 出 書 類  官 庁 名  

令 和 2年 1月 3 0日  
令 和 1 年 分 給 与 所 得 の 源 泉 徴 収 票 等 の  

法 定 調 書 合 計 表  
品 川 税 務 署  
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7．登記に関する事項  

提 出 日  提 出 書 類  官 庁 名  

令和 1年 11月 14日  評 議 員 及 び 役 員 変 更 登 記  東 京 法 務 局  

 

8． 附 属 明 細 書 に 関 す る 事 項  

令 和 1 年 度 事 業 報 告 に は 、 「 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法

人 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」第 3 4 条 第 3 項 に 規 定 す る 附 属 明 細

書 「 事 業 報 告 の 内 容 を 補 足 す る 重 要 な 事 項 」 が 存 在 し な い の

で 作 成 し な い 。  

 
 

以 上  


